
月経痛・PMSで困っている女性はたくさんいる
　日本人を対象としたアンケート調査では，月経痛や月経前症候群（premenstrual 
syndrome ：PMS）を自覚していても66〜81%の女性は産婦人科を受診で
きていないと報告されています1, 2）．
　月経痛・PMSにより生活に支障をきたし，鎮痛薬などによるコントロール
も不良で困っている女性はたくさんいるのに，産婦人科を受診できていないの
が現状です．一方で，プライマリ・ケアの先生から「どんなときに産婦人科受
診を推奨したらいいかわからない」という声も多く聞かれます．
　本特集では，月経困難症とPMSの治療となる低用量ピルや女性ホルモン製
剤の効果や使い方，そして産婦人科へ紹介する目安を解説しました．本特集が
プライマリ・ケア医と産婦人科医が連携する一助となり，少しでも月経痛・
PMSで困っている女性を減らせることを願っています．
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